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主な製品

※※※※加飾トップパネルの「印刷段差吸収技術」において、特許を取得加飾トップパネルの「印刷段差吸収技術」において、特許を取得加飾トップパネルの「印刷段差吸収技術」において、特許を取得加飾トップパネルの「印刷段差吸収技術」において、特許を取得

シール・ラベル印刷関係シール・ラベル印刷関係シール・ラベル印刷関係シール・ラベル印刷関係
タッチパネル関連製品タッチパネル関連製品タッチパネル関連製品タッチパネル関連製品

タッチパネル関連製品に成長ドライバーをシフト

電池シール

ロゴパッチ

性能表示ラベル

定格ラベル

インジケーターパネル
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売上構成

7.1%7.1%7.1%7.1%

22.6%22.6%22.6%22.6%

31.9%31.9%31.9%31.9%

14.2%14.2%14.2%14.2%

24.2%24.2%24.2%24.2%

業種別売上構成（連結）業種別売上構成（連結）業種別売上構成（連結）業種別売上構成（連結）

2017/03期期期期

顧客別売上構成（単独）顧客別売上構成（単独）顧客別売上構成（単独）顧客別売上構成（単独）

AV
機器機器機器機器

輸送用輸送用輸送用輸送用

機器機器機器機器

OA
機器機器機器機器

その他その他その他その他

イクヨイクヨイクヨイクヨ シャープシャープシャープシャープ ジャパンディスプレイジャパンディスプレイジャパンディスプレイジャパンディスプレイ 翔栄翔栄翔栄翔栄 ソニーソニーソニーソニー 長瀬産業長瀬産業長瀬産業長瀬産業

パナソニックパナソニックパナソニックパナソニック 富士ゼロックス富士ゼロックス富士ゼロックス富士ゼロックス ホシデンエフ・ディホシデンエフ・ディホシデンエフ・ディホシデンエフ・ディ 三菱電機等三菱電機等三菱電機等三菱電機等

約約約約1000社（敬称略）社（敬称略）社（敬称略）社（敬称略） （五十音順）（五十音順）（五十音順）（五十音順）

A社社社社

（（（（13.4%）））） B社社社社（（（（7.0％）％）％）％）

C社社社社（（（（6.2％）％）％）％）

E社社社社（（（（4.6％）％）％）％）

G社社社社（（（（3.8％）％）％）％）

F社社社社（（（（3.8％）％）％）％）

D社社社社（（（（5.0％）％）％）％）

その他その他その他その他

（（（（56.2％）％）％）％）

その他その他その他その他

電気機器電気機器電気機器電気機器
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事業拠点

国内拠点国内拠点国内拠点国内拠点

海外拠点海外拠点海外拠点海外拠点



7

業績推移
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営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 売上高

緩やかながらも売上高・利益ともに回復傾向にあったが、中国等海外子会社の業績

悪化により 前々期は赤字。前期は回復しつつも黒字転換できず、営業利益は2連

続赤字。

工場跡地の売却により最終利益確保。

今期、各拠点において収益改善に取り組み営業黒字化を目指す

（単位：百万円）

売上高
利益



前期（2017年3月期）決算概況
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決算概要

16/03期期期期 17/03期期期期

金額金額金額金額 構成比構成比構成比構成比 金額金額金額金額 伸長率伸長率伸長率伸長率 構成比構成比構成比構成比

売上高売上高売上高売上高 9,831 100.0 9,930 1.0 100.0

ＡＶ機器ＡＶ機器ＡＶ機器ＡＶ機器 3,394 34.5 3,162 ▲▲▲▲6.8 31.9

ＯＡ機器ＯＡ機器ＯＡ機器ＯＡ機器 2,028 20.6 2,245 10.7 22.6

その他電気機器関連その他電気機器関連その他電気機器関連その他電気機器関連 2,702 27.5 2,405 ▲▲▲▲11.0 24.2

輸送用機器関連輸送用機器関連輸送用機器関連輸送用機器関連 1,055 10.7 1,407 33.4 14.2

その他その他その他その他 650 6.7 708 8.9 7.1

売上総利益売上総利益売上総利益売上総利益 1,607 16.4 1,737 8.1 17.5

営業利益営業利益営業利益営業利益 ▲▲▲▲241 ▲▲▲▲2.5
▲▲▲▲129 －－－－ ▲▲▲▲1.3

経常利益経常利益経常利益経常利益 ▲▲▲▲257 ▲▲▲▲2.6
▲▲▲▲74 －－－－ ▲▲▲▲0.7

親会社株主に帰属する親会社株主に帰属する親会社株主に帰属する親会社株主に帰属する

当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益

▲▲▲▲464 ▲▲▲▲4.7 204 －－－－ 2.1

単位：百万円，％単位：百万円，％単位：百万円，％単位：百万円，％
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前期決算のトピックス

17/03実績

(増収・増益)

売上高

前期比微増

シール・ラベル製品売上は減少

ＴＰ関連製品に関しては中国が売上減になるも、日本での盛り返し

により大幅に増加

利益

粗利率は改善したものの販管費を吸収しきれず営業損失計上

経常損失については前々期6,000万円の為替差損が為替差益に

転じた事により大幅に改善

工場跡地の売却として3億5,500万円を計上したことにより、当期純

利益2億400万円を計上



40
31 30 37 39

55 69 68 62 62

95
100 98 99 101

14/03 15/03 16/03 17/03 18/03（予）

シール・ラベル印刷関連

タッチパネル関連

11

（単位：億円）

既存・新規事業の売上高

シール・ラベル印刷関連製品（既存事業）とシール・ラベル印刷関連製品（既存事業）とシール・ラベル印刷関連製品（既存事業）とシール・ラベル印刷関連製品（既存事業）と

タッチパネル関連製品（新規事業）の売上高推移タッチパネル関連製品（新規事業）の売上高推移タッチパネル関連製品（新規事業）の売上高推移タッチパネル関連製品（新規事業）の売上高推移



12

拠点別収益

16/03 17/03

売上高 3,274 2,287

セグメント利益 ▲▲▲▲199 ▲▲▲▲41

16/03 17/03

売上高 6,096 7,147

セグメント利益 40 ▲▲▲▲35

日本日本日本日本

中国中国中国中国

16/03 17/03

売上高 459 494

セグメント利益 ▲▲▲▲94 ▲▲▲▲64

アセアンアセアンアセアンアセアン

前期（2017年3月期）は増収

製品売上構成の変化及びタッチパネル関連加飾

部品の想定歩留率の未達並びに販管費の増加

により減益

上期の受注減を回復できず、売上減少

生産効率の向上、経費削減により、損失を大幅

に減少

マレーシア現法は業績改善が進み営業利益計

上するも、バンコク現法の本格稼働の遅れにより

アセアンセグメントは赤字

今期は、マレーシア現法の黒字拡大を想定、

バンコクの本格稼働により赤字を大幅に圧縮
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貸借対照表

16/03 期末期末期末期末 17/03 期末期末期末期末 増減増減増減増減

流動資産流動資産流動資産流動資産 （６，５８８）（６，５８８）（６，５８８）（６，５８８） （７，５３９）（７，５３９）（７，５３９）（７，５３９） （９５０）（９５０）（９５０）（９５０）

現金及び預金現金及び預金現金及び預金現金及び預金 ２，６３２２，６３２２，６３２２，６３２ ３，０７７３，０７７３，０７７３，０７７ ４４４４４４４４４４４４

売上債権売上債権売上債権売上債権 ２，９８１２，９８１２，９８１２，９８１ ３，６１９３，６１９３，６１９３，６１９ ６３８６３８６３８６３８

棚卸資産棚卸資産棚卸資産棚卸資産 ６６４６６４６６４６６４ ７５３７５３７５３７５３ ８９８９８９８９

その他流動資産その他流動資産その他流動資産その他流動資産 ３０９３０９３０９３０９ ８８８８８８８８ ▲２２１▲２２１▲２２１▲２２１

固定資産固定資産固定資産固定資産 （４，２４９）（４，２４９）（４，２４９）（４，２４９） （３，９０４）（３，９０４）（３，９０４）（３，９０４） （▲３４４）（▲３４４）（▲３４４）（▲３４４）

資産合計資産合計資産合計資産合計 （１０，８３７）（１０，８３７）（１０，８３７）（１０，８３７） （１１，４４３）（１１，４４３）（１１，４４３）（１１，４４３） （６０６）（６０６）（６０６）（６０６）

流動負債流動負債流動負債流動負債 （２，１１６）（２，１１６）（２，１１６）（２，１１６） （２，５０６）（２，５０６）（２，５０６）（２，５０６） （３８９）（３８９）（３８９）（３８９）

買入債務買入債務買入債務買入債務 １，７１８１，７１８１，７１８１，７１８ ２，０７６２，０７６２，０７６２，０７６ ３５７３５７３５７３５７

その他流動負債その他流動負債その他流動負債その他流動負債 ３９８３９８３９８３９８ ４２９４２９４２９４２９ ３１３１３１３１

固定負債固定負債固定負債固定負債 （３６２）（３６２）（３６２）（３６２） （４０１）（４０１）（４０１）（４０１） （３８）（３８）（３８）（３８）

退職給付に係わる債務退職給付に係わる債務退職給付に係わる債務退職給付に係わる債務 ２８５２８５２８５２８５ ２６７２６７２６７２６７ ▲１８▲１８▲１８▲１８

その他固定負債その他固定負債その他固定負債その他固定負債 ７６７６７６７６ １３４１３４１３４１３４ ５７５７５７５７

負債合計負債合計負債合計負債合計 （２，４７８）（２，４７８）（２，４７８）（２，４７８） （２，９０７）（２，９０７）（２，９０７）（２，９０７） （４２８）（４２８）（４２８）（４２８）

株主資本株主資本株主資本株主資本 （７，９５９）（７，９５９）（７，９５９）（７，９５９） （８，１２０）（８，１２０）（８，１２０）（８，１２０） （１６１）（１６１）（１６１）（１６１）

その他の包括利益累計額その他の包括利益累計額その他の包括利益累計額その他の包括利益累計額 （２５３）（２５３）（２５３）（２５３） （２８０）（２８０）（２８０）（２８０） （２７）（２７）（２７）（２７）

非支配株主持分非支配株主持分非支配株主持分非支配株主持分 １４５１４５１４５１４５ １３５１３５１３５１３５ ▲１０▲１０▲１０▲１０

純資産合計純資産合計純資産合計純資産合計 ８，３５８８，３５８８，３５８８，３５８ ８，５３６８，５３６８，５３６８，５３６ １７７１７７１７７１７７

負債純資産合計負債純資産合計負債純資産合計負債純資産合計 （１０，８３７）（１０，８３７）（１０，８３７）（１０，８３７） （１１，４４３）（１１，４４３）（１１，４４３）（１１，４４３） （６０６）（６０６）（６０６）（６０６）

単位：百万円単位：百万円単位：百万円単位：百万円
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キャッシュ・フロー

16/03 期末期末期末期末 17/03 期末期末期末期末 増減増減増減増減

営業活動によるキャッシュ・フロー営業活動によるキャッシュ・フロー営業活動によるキャッシュ・フロー営業活動によるキャッシュ・フロー ２３７２３７２３７２３７ ▲２５４▲２５４▲２５４▲２５４ ▲４９２▲４９２▲４９２▲４９２

投資活動によるキャッシュ・フロー投資活動によるキャッシュ・フロー投資活動によるキャッシュ・フロー投資活動によるキャッシュ・フロー ▲７８７▲７８７▲７８７▲７８７ ７９６７９６７９６７９６ １，５８３１，５８３１，５８３１，５８３

財務活動によるキャッシュ・フロー財務活動によるキャッシュ・フロー財務活動によるキャッシュ・フロー財務活動によるキャッシュ・フロー ▲４６▲４６▲４６▲４６ ▲４７▲４７▲４７▲４７ ▲０▲０▲０▲０

現金及び現金同等物に係る換算差額現金及び現金同等物に係る換算差額現金及び現金同等物に係る換算差額現金及び現金同等物に係る換算差額 ▲５２▲５２▲５２▲５２ ▲４８▲４８▲４８▲４８ ３３３３

現金及び現金同等物の増減額現金及び現金同等物の増減額現金及び現金同等物の増減額現金及び現金同等物の増減額(▲は減少）▲は減少）▲は減少）▲は減少） ▲６４８▲６４８▲６４８▲６４８ ４４５４４５４４５４４５ １，０９３１，０９３１，０９３１，０９３

現金及び現金同等物の期首残高現金及び現金同等物の期首残高現金及び現金同等物の期首残高現金及び現金同等物の期首残高 ３，２６３３，２６３３，２６３３，２６３ ２，６１５２，６１５２，６１５２，６１５ ▲６４８▲６４８▲６４８▲６４８

現金及び現金同等物の期末残高現金及び現金同等物の期末残高現金及び現金同等物の期末残高現金及び現金同等物の期末残高 ２，６１５２，６１５２，６１５２，６１５ ３，０６１３，０６１３，０６１３，０６１ ４４５４４５４４５４４５

単位：百万円単位：百万円単位：百万円単位：百万円

【【【【主な内訳主な内訳主な内訳主な内訳】】】】 （（（（16/03期末）期末）期末）期末） （（（（17/03期末）期末）期末）期末） 増減増減増減増減

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は純損失 ▲４５９ １７６ ６３６

減価償却費 ２７４ １４７ ▲１２６

減損損失 ２０１ １０３ ▲９８

売上債権の減少額（▲増加額） ２４３ ▲６８５ ▲９２８

棚卸資産の減少額（▲増加額） ２４８ ▲１０８ ▲３５７

仕入債務の増加額（▲減少額） ▲１９７ ４０９ ６０７

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 ▲７８８ ▲１５０ ６３７

有形固定資産の売却による収入 0 ８０９ ８０８

財務活動によるキャッシュ・フロー

親会社による配当金の支払額 ▲４３ ▲４３ ▲０



今後の事業展開
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当社グループの主な扱い品目

スマートフォン（加飾 ガラス・樹脂・フィルム 部品、ＯＣＡテープ等）ＴＰ関連売上の

約30％

カメラ（加飾カバーガラス、加飾樹脂パネル、ＯＣＡテープ等）ＴＰ関連売上の約30％

車載（加飾カバーガラス、加飾樹脂パネル、ＯＣＡテープ等）ＴＰ関連売上の約30％

その他

ゲーム機、タブレット端末、産業用（加飾カバーガラス、加飾樹脂パネル、

ＯＣＡテープ等）ＴＰ関連売上の約10％

ＡＶ・ＯＡ機器等の家電機器関連・・・ シール・ラベル売上の約75％

車載等の輸送機器関連・・・・・・・・・・ シール・ラベル売上の約15％

その他（食品、物流等）・・・・・・・・・・・ シール・ラベル売上の約10％
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・
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・

中

国

子

会

社

で

展

開

タ

ッ

チ

パ

ネ

ル

関

連

事
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・
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ベ
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連

事

業
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事業環境

2017年度のＴＰ市場は引き続きスマホ向け需要を中心に成長を続けるも、ＴＰ市場全体

としては、成長は鈍化する見込み。

スマートフォン市場

■ローエンド・モデル⇒中国メーカー等の供給業者が多すぎるレッド・オーシャン

市場⇒価格競争の激化

■ハイエンド・モデル⇒曲面成型等の高付加価値製品が伸長見込み

⇒高い技術力が必要

カメラ市場 ⇒デジカメからスマホへの代替により需要減少傾向

車載市場 ⇒今後の成長分野だが、厳しい製品品質基準

国内家電メーカーの海外生産移管の動きは変わらず、シール・ラベルの国内需要は緩

やかだが減少が続いている。

中国市場においては、ローカルとの価格競争等、受注環境は非常に厳しい状態が続い

ている。

アセアン地域は、家電、輸送機器関連メーカーの進出によりシール・ラベル需要に期待。
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経営課題

受注の拡大と受注の安定化⇒

中心の1つであるスマホ市場は製品ライフサイクルも短く、受注が不安定なためこれに

代わる安定受注品目の確保が課題。

収益性の改善⇒

案件毎に異なる高度な技術・技能が必要とされ、歩留まりの改善等製造面の強化も

課題。

車載用ＴＰ、産業用ＴＰ等、今後の成長分野への技術対応⇒

人材の確保と外注先の発掘

国内事業においては、一昨年固定費削減のため生産体制の再編を実施し、シール

3工場を長野工場に集約。今後は受注の安定的確保を目指す。

中国においては、価格競争等により収益性の改善に課題。

今後重要性を増すアセアン市場での営業力強化と生産体制の改善が課題。
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課題に対する対処方針（中期展開）

扱品目の拡大による受注増と受注の扱品目の拡大による受注増と受注の扱品目の拡大による受注増と受注の扱品目の拡大による受注増と受注の安定化安定化安定化安定化

⇒⇒⇒⇒産業用、医療用、ウェラブル向けＴＰ関連の受注活動の産業用、医療用、ウェラブル向けＴＰ関連の受注活動の産業用、医療用、ウェラブル向けＴＰ関連の受注活動の産業用、医療用、ウェラブル向けＴＰ関連の受注活動の強化強化強化強化

生産効率改善による収益性のアップ生産効率改善による収益性のアップ生産効率改善による収益性のアップ生産効率改善による収益性のアップ

■■■■当社から提携先加工メーカーへの技術指導により歩留率当社から提携先加工メーカーへの技術指導により歩留率当社から提携先加工メーカーへの技術指導により歩留率当社から提携先加工メーカーへの技術指導により歩留率改善改善改善改善

新技術新技術新技術新技術に対応するためのに対応するためのに対応するためのに対応するための対応対応対応対応

■技術系を中心とした人材の確保■技術系を中心とした人材の確保■技術系を中心とした人材の確保■技術系を中心とした人材の確保

■外注先の確保■外注先の確保■外注先の確保■外注先の確保

中・小パネル・・・・・・中国加工メーカー中・小パネル・・・・・・中国加工メーカー中・小パネル・・・・・・中国加工メーカー中・小パネル・・・・・・中国加工メーカー

大型パネル・・・・・・・日本国内の加工メーカー大型パネル・・・・・・・日本国内の加工メーカー大型パネル・・・・・・・日本国内の加工メーカー大型パネル・・・・・・・日本国内の加工メーカー

国内国内国内国内生産体制の効率化の生産体制の効率化の生産体制の効率化の生産体制の効率化の推進推進推進推進

今後伸長が期待できるアセアン地域の事業展開を強化今後伸長が期待できるアセアン地域の事業展開を強化今後伸長が期待できるアセアン地域の事業展開を強化今後伸長が期待できるアセアン地域の事業展開を強化

国内新市場の開拓国内新市場の開拓国内新市場の開拓国内新市場の開拓強化強化強化強化

多様なビジネスチャンスの追求多様なビジネスチャンスの追求多様なビジネスチャンスの追求多様なビジネスチャンスの追求

限定的だが成長機会を探る限定的だが成長機会を探る限定的だが成長機会を探る限定的だが成長機会を探る

との太いパイプ構築との太いパイプ構築との太いパイプ構築との太いパイプ構築
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今期の重点施策

組織の見直しによる国内外での拡販強化

歩留まり率の改善

人材の補充

関東地区の生産拠点生産品の受注活動の強化

マレーシア・バンコク子会社と国内営業・製造部門との連携強化によ

る受注拡大と生産効率の改善

新技術、新製品の開発と国内新市場の開拓
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連
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ＴＰ関連事業 今期の重点施策

組織の見直しによる国内外での拡販強化

4月～本社営業部にグローバル営業部を新設

⇓

ＴＰ関連を中心とした国内及びアセアン、中国展開に注力

歩留まり率の向上

■品質面への未然防止対応

試作段階でのリスクの洗出しとそれに対する技術面、品質面

の対応により、歩留の向上

■リスクに応じた価格設定

人材の補充

上記に対応するための技術系社員の確保
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シール・ラベル関連事業① 今期の重点施策

関東地区の生産拠点生産品の受注活動の強化

■統合後の長野工場生産品の受注活動の強化

月額生産目標 4,500～5,000万円に対し、平成29年3月期

4,300万円の実績

■川越工場の新鋭機生産品の受注活動の強化

月額生産目標 4,000～4,500万円に対し、平成29年3月期

3,740万円の実績

組織の見直しにより、国内営業部と国内製造工場との製販一体

体制で、上記目標に再チャレンジ

マレーシア・バンコク子会社と国内営業・製造部門との連携強化に

よる受注拡大と生産性の改善

■バンコク子会社の受注拡大とマレーシア子会社の生産効率の

更なる改善

⇒このため、本社営業部に新設したグローバル営業部及び

国内製造部門による支援強化
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シール・ラベル関連事業②

新技術・新製品の開発と国内新市場の開拓

■食品関連、住設機器関連ラベルの受注活動の強化

・ケーキピック等新たな食品ラベルの受注活動を展開し、

現在、試作段階までこぎつけた。

⇒量産化が実現すれば、長野工場の目標不足額の補填に

大きく寄与

・熱転写プリンター（ハイブリッド・プリンター）による住設関連、

アミューズメント関連需要の開拓

■化成品関連の拡大

・ＰＣ機器等の緩衝材、電磁波シールド材等の化成品需要を

従来の顧客ネットワークを中心に開拓。

化成品製品住設製品
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中期数値目標

9,930
百万円

▲▲▲▲129
百万円

売上高売上高売上高売上高

営業利益営業利益営業利益営業利益

10,100
百万円

70
百万円

10,800
百万円

200
百万円

17/03期実績 18/03期予想 20/03期目標

営業利益率営業利益率営業利益率営業利益率
▲▲▲▲1.3 ％ 0.7 ％ 1.9 ％

※ 昨年の中期数値目標を見直し、下方修正



5,898 5,693 5,895 5,984 6,096

7,147

6,200 6,300

1,983

4,589

3,138
3,403

3,274

2,287

3,300
3,400

583

595

495

658 459 494 600

1,100

30.3

47.7

38.1

40.4

38.0

28.0

38.6

41.7

12/03 13/03 14/03 15/03 16/03 17/03
18/03（予） 20/03（目標）

アセアン

中国

日本

海外比率
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海外展開の現状と今後の目標

9,831 10,1008,463 10,877 10,800

（百万円，%）

地域別売上高推移地域別売上高推移地域別売上高推移地域別売上高推移

9,528 10,047 9,930



26

配当について

08/03期実績 13円 （13円の安定配当を継続）

09/03期実績 7円 （最終損失にともない減配）

10/03期実績 10円 （当初予定 普通配13円 ⇒普通配7円、50周年記念配3円）

11/03期実績 7円

12/03期実績 7円

13/03期実績 7円

14/03期実績 7円

15/03期実績 7円

16/03期実績 7円

17/03期見込 7円

18/03期予想 7円

株主還元・資本政策について

収益状況・財政状態等を考慮し、7円配を継続（予定）



補足資料
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34
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日本セグメント四半期業績推移

日本セグメント日本セグメント日本セグメント日本セグメント 四半期売上高・経常利益の推移四半期売上高・経常利益の推移四半期売上高・経常利益の推移四半期売上高・経常利益の推移

15/03 16/03 17/0314/03
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中国・光華産業の四半期業績推移

蘇州

香港

2013年1月に開設

深圳

光華産業有限公司（香港）

燦光電子有限公司（深圳）
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14/12 15/12 16/12

中国地域中国地域中国地域中国地域 四半期売上高・経常利益の推移四半期売上高・経常利益の推移四半期売上高・経常利益の推移四半期売上高・経常利益の推移
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アセアン地域の四半期業績推移

-47
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-19

-37 -36
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アセアン地域アセアン地域アセアン地域アセアン地域 四半期売上高・経常利益の推移四半期売上高・経常利益の推移四半期売上高・経常利益の推移四半期売上高・経常利益の推移

サンコウサンギョウ

（バンコク）

サンコウサンギョウ

（マレーシア）



ＩＲお問合せＩＲお問合せＩＲお問合せＩＲお問合せ

取締役経理担当

高橋 光弘

ＴＥＬ：０３－３４０３－８１３４

E-mail：m-takahashi@sankosangyo.co.jp

本資料に掲載されている三光産業株式会社の現在の計画、見通し、戦略、確信等のうち、

歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、リスクや不確実な要因を含ん

でおります。

これらの情報は、現在入手可能な情報から三光産業株式会社の経営者の判断に基づいて

作成されております。

実際の業績は、さまざまな重要な要素により、業績見通しとは大きく異なる結果となりうるた

め、業績見通しのみに全面的に依拠することは控えるようお願い致します。

また、本資料は、投資勧誘を目的としたものではありません。投資に関する決定は、利用者

ご自身のご判断において行われるようお願い申し上げます。


